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TEL（病院）186-025-780-6543 （歯科）025-780-6544  
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 今月の専門外来診察日  

診療科 医 師 曜 診察日・その他 

禁 煙 外 来 担当医師 
火・金 

（各午後） 

完全予約制になります。 

186-025-780-6543で予約してください 

コンタクト外来 岩﨑医師 木 15日、29日（完全予約制：☎186-025-780-6543） 

小 児 科 

（アレルギー） 
中 島 金 2日（午後は予約患者様のみとなります） 

口 腔 外 科 日本歯科大学 水 14日、28日 
歯科・口腔外科は予約制となります。 

☎025-780-6544にお電話ください。 

 今月の休診予定  

休診診療科 日（時間） 曜 医 師 休診診療科 日（時間） 曜 医 師 

整形外科 
2日 金 川 口 

歯 科 
17日 土 

笠 原 8日（午後） 木 髙 田 
23日（午後） 金 川 口 31日 土 

眼 科 20日（午後） 火 加 藤 眼 科 29日（午後） 木 岩 﨑 

郡市内の救急当番になっていない日（町の広報で当番となっていない時）でも、救急の患者様には対
応しております。センターを救急で受診される時は、必ずお電話でご相談下さい。受診される際は、
診察券・保険証、現在飲んでいる薬がわかるもの（お薬手帳など）をご持参ください。 

ゴールデンウィークは暦通りの診療となります。（国民の休日、日曜日は休診となります） 

 お知らせ  

★ センター地下駐車場は、センター利用者様の為の駐車場
．．．．．．．．．．．．．．

となっております。センター利用者以外

の方の利用はご遠慮いただきますようお願い致します。 

（不正に駐車をされている車輛は警察へ通報致します。） 

★ 土曜日の眼科診療は９月まで、毎月
● ●

第２
● ●

土曜日
● ● ●

が診療日となります。 

★ 職員を募集しております。詳しくはセンターホームページ、ハローワークにてご確認ください。 

◎臨床検査技師（午前半日パート）臨床検査技師資格を有する者 1名 

◎看護師・准看護師     看護師、准看護師免許を有する者 若干名 

5 月号 
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 医師交代のご挨拶  
 

はじめまして、４月より水曜日の外科外来を担当させて頂きます。谷山裕亮（た

にやまゆうすけ）と申します。前任の井本先生と同じ東北大学出身で自治医科大

学さいたま医療センターの一般消化器外科に勤務しております。初めての湯沢で

すが、残雪残る雄大な山々とのどかな街並みに、懐かしさに似た古き良き日本の

光景を見ることができました。週に一度だけの診察ですがこの地域の医療に少し

でも貢献できるよう、尽力させていただく所存です。外科に関連することでしたら 

お役に立てるかと思いますのでどうぞ気楽に受診にいらしてください。 

よろしくお願い致します。 

【自治医科大学さいたま医療センター 一般消化器外科 谷山
たにやま

 裕
ゆう

亮
すけ

】 

 

 

はじめまして。岩﨑明子（いわさきあきこ）と申します。４月より湯沢町保健医療セ

ンターにて木曜日眼科外来を担当させて頂く事となりました。湯沢と言えば、スキ

ーや温泉のイメージがあり、以前はよく遊びに来ていました。今後、湯沢の皆様の

お役に立てるよう、頑張ってまいりたいと思います。宜しくお願い申し上げます。 

【東京慈恵医科大学付属病院 眼科 岩
いわ

﨑
さき

 明子
あ き こ

】 

 

 投書箱より  

☆湯沢町広報を入院中でも読みたい。                 【3/13 84歳 女性】 

⇒ご意見ありがとうございました。４月より１階総合受付にて配布できるよう役場と調整し、入院中

でも閲覧できる体制を整えました。ただし、部数に限りがあるとのことですのでご了承ください。 

【総務課長 林】 

 

☆整形外科、外科、眼科を常設にしてほしい。また、月曜日～金曜日にお願いしたい。 

【2/27 70代 男性】 

⇒開設以来、これらの科を常設化できるよう努力しておりますが非常に難しい状況です。最も大きい

理由は各専門科医師の不足です。また町人口の減少、観光客数の減少から受診患者数も年々減少して

おり運営面からも厳しい状況です。今後も継続して医師確保の努力をいたします。ご不便をおかけい

たしますが、ご理解の程よろしくお願いいたします。           【センター長 浅井】 

 

☆診察が遅い。特に午後の部をもっと早くしてください。          【2/10 55歳 男性】 

⇒ご意見ありがとうございます。①診察開始時間が遅いのか、②診察にかかる時間が長いのか、がわ

かりませんでしたので両方について回答いたします。①午前中受付の患者様の診療に、通常12時半〜

13時位まで従事しております。その後、入院患者様の診療、ご家族との面談、具合の悪い方や救急車

への対応、会議等で午後の診察開始が遅れる事もあります。②午後には訪問診療、特別養護老人ホー

ムの回診、健診などのために病院外へ出る医師がおり、外来診療を担当可能な医師数が午前よりも少

なくなります。２〜３月には風邪やインフルエンザなどの感染症が流行したため多くの方が受診され、

待ち時間が通常よりも長い日が多くありました。ご理解の程、お願いいたします。 

【センター長 浅井】                      
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☆外来担当医師の出勤が遅すぎる。診察カードに明記されている診察時間を守るように。 

（一部割愛させていただきました）【3/25 男性】 

⇒貴重なご指摘をいただきありがとうございます。診察開始時間の厳守を努力しておりますが、入院

患者様の診療に時間を要したり、外来で具合の悪い方や救急患者様を先に診療している事もありま

す。非常勤医師には遠方より鉄道を利用しての診療支援をいただいており、必ずしも定時に診療を開

始できないこともございます。今後も定時に開始できるよう努めてまいりますので、ご理解ご協力の

程よろしくお願いいたします。                     【センター長 浅井】 

 

☆呼び出しの言葉が早口でよくわからない。ゆっくり話してほしい。       【4/7 匿名】 

⇒大変に申し訳ございませんでした。診察を急ぐあまり早口になってしまったかもしれません。呼び

出しは、ゆっくり聞き取りやすいよう心がけます。            【センター長 浅井】 

 

 看護の部屋（看護師長異動のお知らせ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地域連携室、患者様相談窓口 開設  

 4月に開設した地域医療連携室と患者様相談室に着任いたしました。地

域医療の連携に加え患者様、患者様ご家族様のご意見を頂きより良い病

院づくりを目指すと同時に医療・介護等についてご相談頂き少しでもお

力になればと思っております。会計窓口の隣（公衆電話や自動販売機が設

置してあった場所）にお部屋を設置しましたのでお気軽にお立ち寄りく

ださい。不在の場合はお近くの職員にお声がけください。 

【 外 来 ⇒ 地域連携室兼患者様相談室 室長 高橋
たかはし

 万里子
ま り こ

】 

一般病棟での勤務は、スタッフに支えられながら、無我夢中で過ごした2年半でした。

病棟責任者としても、いち看護師としても学ぶことが多く、少しは成長できたかなと思

っています。古巣の療養病棟に戻りましたが、新しい気持ちでまたがんばりたいと思い

ます。入院されている患者様に、快適な入院生活を患者様に提供できるように努力して

行きたいと思っています。      【一般病棟 ⇒ 療養病棟 師長 笛田
ふ え だ

 恵子
け い こ

】 

療養病棟では、介護保険や療養病床について学びました。その経験を活かし、まだ療

養病棟を利用されたことのない方に療養病棟を紹介することができると思います。２

年半ぶりの外来ですので緊張していますが、地域連携室・患者相談室も新設されました

ので、各部署連携し、協力していこうと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

           【療養病棟 ⇒ 外来  師長  富沢
と み ざ わ

 寿子
ひ さ こ

】 

 

 4月から一般病棟看護師長心得を拝命いたしました弓削礼子です。平成14年開設当初か

ら、一般病棟や外来に勤務してまいりました。当院を利用される皆様やご家族が、安心し

て入院生活を送れますように、また退院後の生活も不安なく臨むことができますように 

外来や関連職種の方々と連携し、スタッフと共に努力していきたいと思います。どうぞよ

ろしくお願いします。            【一般病棟 師長心得 弓削
ゆ げ

 礼子
れ い こ

】 
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 今月の話題  

 
 

東日本大震災から3年 
～～～震災より3年たった女川町～～～ 

 

 

東日本大震災から早くも3年の月日がたちました。震災当時、宮城県女川町の女川町立病院(現在の

女川町地域医療センター)に支援に行ったとき以来、3年ぶりに女川町を訪れました。津波で壊滅状態

となった町の中心地の瓦礫等はきれいに片付けられてはいましたが、道路以外は建物もほとんど何も

ないまっさらな状態のままでした。震災以降、海抜16メートル(当時の津波の高さ)以上の場所に町の

機能(役場、学校、住宅等)を移しているためだと思われます。病院は当時 1 階部分が津波の被害によ

り使えない状態でしたが、きれいに整備され、りっぱな病院へと生まれ変わっていました。近くには

仮設の商店街もありました。女川町で唯一変わっていなかったのがそこに住む人々の笑顔で、３年前

の辛い苦しいときにも笑顔で接してくれて、支援にいっている我々のほうが逆に元気をもらいました。

また今回もその笑顔でさらに元気をもらった気がします。復興、復旧は徐々に進んでいるとは言え、

まだ年月はかかると思います。女川町も含め震災にあった地域のより早い復興、復旧を願っておりま

す。                               【薬剤室 室長 原澤
はらさわ

 剛
たけし

】 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成23年4月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成26年3月】 
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